
決算書掲載頁　P165

内
訳

勤労者が楽しく、安心して働くことができるよう、市内中小企業における福利厚生の充実をめざす。

平成２５年度からの公益財団法人への移行に伴い、法人運営体制を改革し、法人の自立化と効率的な事業運営を図
る。
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より多くの勤労者市民等の福利厚生の充実を図る。
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市内の中小企業（３００人以下）で働く人達が、互助会の各事業をとおして、楽しく、安心して働ける環境を育てるととも
に、事業所・商店の健全な振興発展に寄与するため支援を行う。
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直営 昭和54年度

勤労市民互助会会員又は、従業員３００人以下の事業所等で、互助会に参加しよう
とする事業所

平成２５年度からの公益財団法人への移行に伴い、法人運営体制を改革し、法人の自立化と効率的な事業運営を図る。
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勤労市民互助会の運営安定を図ることにより、より多くの勤労者市民等の福利厚生の充実を図る。
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事業：勤労者福利厚生事業                                

 

１．財団法人河内長野市勤労市民互助会支援事業 

財団法人河内長野市勤労市民互助会は、市内の事業所・商店等に勤務する勤労者等の福利厚生の向上と事業所・

商店等の健全な振興・発展に資することを目的として、昭和５４年４月に発足した公益的な団体である。 

本市としては、市内中小企業の労働力の確保と勤労者の職場定着促進に資する当該団体に対して、事業活動の支

援を行った。 

 

細事業：(財)勤労市民互助会支援事業                             

１．財団法人 河内長野市勤労市民互助会支援事業 

市内中小企業の労働力の確保と勤労者の職場定着促進に資する財団法人河内長野市勤労市民互助会に対して、事

業運営の健全化と団体組織の自立化に向けた育成指導を行うとともに、事業運営補助金を交付した。 

 

  ・補助金交付額   事業運営補助金  １２,６５２,０００円 

            財政健全化補助金 ２９,５０３,０００円 

  ・会員数      ２０５事業所   ８５６人 （平成 25 年 3月末日現在） 

  ・法人事業内容  【福利厚生事業】  利用者件数 ３,７１０件 

・人間ドック・成人病検診費用の補助、宿泊補助、各種イベントの割引斡旋等 

           【慶弔給付事業】  給付件数 ３７３件  給付総額 １４,１６２,６７０円 

            ・結婚・出産祝金、傷病見舞金、死亡弔慰金等の給付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


